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日本ラグビー学会第 17 回大会 
 

令和 6 年 3 月 23 日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場：関西大学堺キャンパス（A 棟 2 階） 

〒564-8680 大阪府堺市堺区香ヶ丘町 1-11-1 

南海高野線「浅香山」駅下車、徒歩約 1 分 
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１． 大会スケジュール 

 
 
一般発表（口頭） ・・・・・・・・・・・・・・・ 10:30～12:00 
 

SA202 教室 
 
総会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13:00～13:30  
 

SA202 教室 
 

シンポジウム  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14:00～15:30 
 

SA202 教室 
 

意見交換会    ・・・・・・・・・・・・・・・・ 16:30〜18:30 
 

B 棟 1 階：カフェテリア 
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２． 大会案内 

 
a. 会場  

・関西大学堺キャンパス（南海高野線「浅香山」駅下車、徒歩約 1 分） 

A 棟 2 階（SA202～SA204 教室） 
 

 

 

 

 

 

① Ａ棟（教室、堺キャンパス事務室、キャリアセンター） 

② Ｂ棟（教室、堺キャンパス図書館、カフェテリア、購買店） 

③ 体育館（アリーナ、格技・実習教室、トレーニングルーム） 

④ プール 

⑤ 体験学習エリア 

⑥ Evergreen（広場） 
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b． 受 付 

・総合受付場所：SA204 教室 

総合受付時間：10:30－14:00 

一般発表受付：10:30－11:00 

・大会参加費等 

会 員  1,000 円 

学 生  無 料 

一 般  無 料 

・必ず受付で入場手続きを行ってください。 

・学会入会手続きも、総合受付で行っております。 
 

c． 休憩と食事 

・休憩所：SA203 教室 

・昼食は、会場周辺の飲食店やコンビニエンスストアに限りがあるので、

できるだけご持参ください。 

 

d． 諸注意事項 

・学内では係員の指示に従ってください。 

・会場内での携帯電話等の使用を禁じます。 

・喫煙は所定の喫煙所にてお願いします。 

・貴重品はお預かりしません。手荷物の管理は各自でお願いします。 

・大会事務局では盗難や事故について一切の責任を負うことはできません。

各自でご注意ください。 
 

e． 大会実行委員会 

大会長   石指宏通（奈良県立医科大学） 

委員長    灘英世（関西大学） 

副委員長  吉矢晋一（西宮回生病院） 

委員    青木敦英（芦屋大学）、入江直樹（滋賀大学）、岡本昌也（愛

知工業大学）、川端泰三（関西大学）、北畑幸二（有限会社北

畑産業）、高木應光（神戸外国人居留地研究会）、森仁志（関

西大学）、山田光昭（大阪公立大学） 

当日の連絡先：学会大会事務局 携帯 090-5094-4470（ 灘 ） 
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３． 発表案内 

 

a． 発表方法   

・発表は口頭で行います。 

 

b． 進行   

・発表者は各セッションとも座長の司会によって進行します。座長の指示を遵守

してください。 

 

c． 発表時間   

・発表時間「10 分」・討論「5 分」の合計「15 分」です。 

ただし、フロアーから活発な質問等のある場合には、座長の裁量で討論

時間の調整を行ってください。時間厳守でお願いします。 

 

d． 資料配布   

・資料を配布される方は、各自で準備し、大会当日に持参のうえ、発表受

付担当者に提出してください。50 部を準備してください。 

 

e． 機器使用    

・ＰＣはこちらで用意します。発表データを「30 分」前までにＵＳＢ等で

お持ちください。 

 

f． 発表取消   

・プログラムに掲載されている発表者が、不測の事情によって欠席せざる

をえない事情の生じた場合には、大会事務局にできるだけ早くご連絡く

ださい。連名発表の場合には、連名者が、大会本部の承認を得て発表を

代行することができます。 

 

g． 座長要領   

・座長は、各発表会場受付で、受付を行ってください。座長は開始「20 分」前まで

に必ず受付を済ませてください。座長は、フロアーからの質疑等を促し、研究発

表の円滑な運営が進行するようにご協力をお願いします。 
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４. シンポジウム 

14:00〜SA202 教室 

 

「高校ラグビーの課題と展望」	

2015 年ラグビーワールドカップ以降、日本ラグビーは日本代表の活躍もあり、

かつての人気を取り戻しつつある。その影響もあって、ラグビースクールに入

団する子どもが増加しているという情報もラグビー界にとっては喜ばしい話題

である。しかし一方で、高校ラグビーは各県の強豪校に部員が集中する傾向が

強くなり、特に私立の強豪校では合宿所も完備され、全国各地から入部を希望

する生徒が多数詰めかける。その為、都道府県によっては高校ラグビー部の登

録数が激減するという二極化現象が進んでいる。その結果、県大会の予選１回

戦が決勝戦となる、あるいは予選が行われない地域も出てきた。このような流

れの中で、第 103 回全国高校ラグビー大会は今後の日本ラグビーの将来を左右

する大会になったと言っても過言ではない。103 回の歴史の中で初めて「合同

チーム」が花園の舞台に立った。高校生にラグビーをやらせたいという関係者

の英断であり、試合のできない高校ラガーマンにとっての希望の光になったこ

とは言うまでもないが、高校ラグビーが抱えている部員不足の根本的な解決策

となったとは言えない。 

今回のシンポジウムでは、高校ラグビーに焦点を当てて、部員不足という問

題を抱えながら現場で奮起する指導者の立場、その努力を支える高体連役員の

立場からご意見を頂戴し、新たな改革について模索しながら、高校ラグビーの

未来を考える。 

 

進行司会：村上晃一 氏（ラグビージャーナリスト） 

 【プロフィール】 

 1965 年京都市生まれ、京都府立鴨沂高校を経て大阪体育大学。ラグビー部現役時代はセ

ンター、フルバックとして活躍 1986 年度、西日本学生代表として東西対抗に出場。 

19871 年 4 月ベースボールマガジン社入社、ラグビーマガジン編集部に勤務、1990 年か

ら同誌編集長、98 年退社後はフリーランスの編集者、記者、ラグビージャーナリストとし

て活動をはじめ、JSPORTS のラグビー解説も 1998 年より継続中で 1990 年から 2019 年

の 6 回のラグビーワールドカップでコメンテーターを務める。 

著書に「仲間を信じて」（岩波ジュニア新書）、「ハルのゆく道」（道友社）、「ラグビーが教

えてくれたこと」「ノーサイド勝敗の先にあるもの」（あかね書房）など多数出版されてい

る。 
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シンポジスト：プロフィール 

 

吉瀬 晋太郎 先生（福岡県立浮羽究真館高校ラグビー部監督） 

1985 年、福岡県浮羽町生まれ。父親たちが創設した地域の子供ラグビーチーム「浮羽ヤ

ングラガーズ」に小学校 3 年生で入部。浮羽高校ラグビー部に入部、3 年生の時に福岡県

ベスト 8。京都産業大学ラグビー部に入部、3 年生の時に関西大学 A リーグでプレー、全

国大学選手権大会ベスト 4 メンバー。住友林業株式会社を経て、体育科教員免許を取得。

京都産業大学フルタイムコーチ（関西大学 A リーグ 7 位）を務めたのち、2015 年から福

岡県立浮羽究真館高等学校ラグビー部監督。2016 年からは ALL 福岡コーチにも着任。

JRFU コーチ資格 A 級コーチ資格取得。日本体育協会公認スポーツ指導者資格取得。B 級

レフリー（九州協会）公認資格取得。 

 

清鶴 敏也 先生  （同志社香里高等学校ラグビー部監督） 

 1984 年同志社大学卒 現役時代はＳＨとして活躍し、同志社大学 3 連覇の原動力とな

る。1984 年に同志社香里高校の社会科教員として赴任し、同校ラグビー部コーチ、監督を

務める。全国高校ラグビー大会に 4 度出場、最高成績は 4 強。1996、1997 年高校日本代

表監督としてスコットランド、フランスに遠征。これまでに大阪府高体連ラグビー専門部

委員長、近畿高体連ラグビー専門部委員長を歴任し、現在は全国高校ラグビー大会シード

委員長を務めている。 

 

高木 智 先生   （香川県立高松北高校ラグビー部監督） 

 1966 年、兵庫県尼崎市生まれ。尼崎北高校入学後、友人から誘われてラグビー部に入部。

大阪体育大学３回生時に FL のリザーブとして大学選手権ベスト 4 進出。大学 4 回生で主

将を務める。平成元年香川県立高松北高校に赴任しラグビー同好会設立。平成２年４月に

ラグビー部に昇格し新人大会優勝。平成５年第 73 回全国高校ラグビー大会初出場。15 回

目出場の令和６年第 103回全国高校ラグビー大会１回戦で倉吉東と対戦して 48－3で花園

初勝利。香川県ラグビー協会理事、コーチ委員長、高校委員長、香川県高体連ラグビー専

門部委員長、四国高体連ラグビー専門部委員長を歴任。日本ラグビー協会 A 級コーチ、日

本スポーツ協会ラグビーコーチ３ 

 

藤原 幹治 先生  （敦賀工業高校ラグビー部監督） 

 1970 年 9 月 25 日生まれ、1989 年３月 神戸高校卒 1994 年３月 京都教育大学卒 

小中学時代は野球、高校からラグビーを始める。 

ポジションは高校センター、大学スタンドオフ 

1995 年～96 年 兵庫県立川西明峰高等学校ラグビー部監督（2 年間） 

2007 年～現在 福井県立敦賀工業高等学校ラグビー部監督（17 年間） 

現在、福井県ラグビーフットボール協会理事 コーチ委員長 
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５． 一般発表（口頭）抄録 

 
会場(SA202)・タイムテーブル 

 

 

 

 

 

 

座 長   寺田 泰人   高津 浩彰 

 

10:30    ラグビー日本代表ヘッドコーチの役割に関する研究 

 

高岡 慎一郎（甲南大学ビジネスイノベーション研究所） 

10:50    フランスラグビーの真の心臓部がここにある 

        ―現代フランスラグビー発展の文化地理学的研究― 

山𥔎 敦司（ラグビー人類学研究談話会）               

休憩：10 分 

 

座 長   青木敦英  入江直樹 

 

11:00    スポーツ・ライフ・バランスについて 

        ―大学ラグビー選手のスポーツと生活の調和― 

                          高田 正義（愛知学院大学）他 4 名 

11:20    運動部の不祥事に対する連帯責任について 

 

                          高田 正義（愛知学院大学）他 4 名 

11:40    旧制甲南高等学校創始者 

     平生釟三郎の教育理念とラグビー館 〜日記の記述を中心にして〜 

 

                          西村 克己（追手門学院大学）他 1 名 
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ず

⼤
活

躍
を

⾒
せ

る
フ

ラ
ン

ス
ラ

グ
ビ

ー
全

体
に

お
い

て
も

 極
め

て
貴

重
な

刺
激

を
与

え
続

け
て

き
た

の
で

あ
り

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

と
フ

ラ
ン

ス
ラ

グ
ビ

ー
⽂

化
の

発
達

史
の

中
で

も
、

特
別

の
地

位
を

与
え

ら
れ

る
べ

き
も

の
で

あ
る

。
 

例
え

ば
、

同
地

域
で

は
毎

年
の

よ
う

に
⼒

⾃
慢

の
プ

ロ
ト

ッ
プ

リ
ー

グ
チ

ー
ム

の
順

位
が

⽬
ま

ぐ
る

し
く

⼊
れ

替
わ

っ
て

お
り

、
そ

れ
ら

有
⼒

チ
ー

ム
か

ら
 た

く
ま

し
く

若
い

代
表

選
⼿

た
ち

が
奇

跡
の

よ
う

に
出

現
し

、
テ

ス
ト

マ
ッ

チ
で

所
狭

し
と

⼤
活

躍
す

る
。

そ
の

か
た

わ
ら

で
、

こ
の

南
⻄

地
⽅

圏
の

各
都

市
に

お
い

て
は

、
依

然
ア

マ
チ

ュ
ア

軍
団

の
選

⼿
数

は
増

え
続

け
、

ラ
グ

ビ
ー

を
⼼

か
ら

楽
し

ん
で

い
る

の
で

あ
る

。

 
こ

の
SU

D
-O

U
EST (南

⻄
フ

ラ
ン

ス
地

域
)と

通
称

さ
れ

る
地

域
圏

こ
そ

、
真

の
フ

ラ
ン

ス
ラ

グ
ビ

ー
の

⼼
臓

部
で

あ
り

、
中

央
共

和
政

府
(パ

リ
)と

北
半

分
の

地
域

圏
と

は
異

な
り

、
独

⾃
の

歴
史

と
⽂

化
(思

考
・

⾏
動

の
様

式
と

そ
の

有
形

・
無

形
の

す
べ

て
の

産
物

)を
ベ

ー
ス

に
発

達
し

・
進

化
を

続
け

、
フ

ラ
ン

ス
ラ

グ
ビ

ー
全

体
に

最
適

な
刺

激
を

与
え

続
け

て
き

た
。

 
さ

ら
に

こ
れ

ら
の

盛
況

を
取

り
巻

き
、

そ
の

状
況

を
⼀

層
意

欲
的

に
盛

り
上

げ
て

き
た

「
ク

ラ
ブ

」
「

企
業

｣、
｢地

域
社

会
の

フ
ァ

ン
｣、

｢家
族

｣、
そ

し
て

｢同
志

た
ち

｣の
複

合
的

な
集

合
体

と
し

て
の

【
ラ

グ
ビ

ー
⾵

⼟
】

こ
そ

、
今

後
の

フ
ラ

ン
ス

ラ
グ

ビ
ー

の
深

い
⽂

化
研

究
、

そ
し

て
同

時
に

「
⽇

本
ラ

グ
ビ

ー
の

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

】
【

将
来

の
ラ

グ
ビ

ー
社

会
の

さ
ら

な
る

成
熟

】
の

た
め

の
真

摯
な

学
び

取
り

に
⽋

か
せ

な
い

要
件

の
ひ

と
つ

で
あ

る
。

 
フ

ラ
ン

ス
の

ラ
グ

ビ
ー

、
ま

た
こ

の
南

⻄
フ

ラ
ン

ス
の

地
域

社
会

の
ラ

グ
ビ

ー
⾃

体
が

、
貴

重
な

⽂
化

資
産

で
あ

る
こ

と
を

と
ら

え
な

お
し

、
そ

の
真

髄
と

し
て

の
エ

ス
プ

リ
 ESPR

ITを
再

び
学

び
な

お
し

、
そ

の
⼼

臓
部

の
持

っ
て

い
る

魅
⼒

 = ゆ
る

ぎ
な

い
【

魂
】

が
、

国
家

・
思

想
信

教
・

性
別

を
越

え
た

市
⺠

⽣
活

の
【

⽣
き

が
い

】
【

誇
り

】
【

熱
意

】
【

愛
情

】
で

あ
る

こ
と

を
、

総
会

ご
出

席
の

諸
先

⽣
⽅

と
と

と
も

に
実

感
し

て
み

た
い

と
願

っ
て

い
る

。

※

 
現

代
フ

ラ
ン

ス
の

ス
ポ

ー
ツ
⽂

化
に

お
い

て
 ひ

と
き

わ
異

彩
を

放
つ

同
国

ラ
グ

ビ
ー

の
⾵
⼟

を
研

究
し

、
⽂

化
⼈

類
学

的
・
⽂

化
地

理
学

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
っ

て
観

察
・

追
跡

・
分

析
に

挑
む

こ
と

は
、

わ
が

国
ラ

グ
ビ

ー
の

未
来

の
総

合
的

発
展

の
た

め
に
⼤

い
な

る
刺

激
を

与
え

る
も

の
と

実
感

し
て

い
る

。

 
こ

の
【

南
⻄

フ
ラ

ン
ス

エ
リ

ア
】

は
、

単
な

る
「

ラ
グ

ビ
ー

好
き

な
地
⽅

」
と

し
て

好
奇
⼼

を
も

っ
て

観
察

す
る

対
象

で
は

な
く

【
フ

ラ
ン

ス
ラ

グ
ビ

ー
繁

栄
の

源
泉

 
 真

の
⼼

臓
部

】
と
⾒

て
観

察
す

べ
き

で
あ

る
。

 
な

か
で

も
、

O
ccitanie(オ

ク
シ

タ
ニ

) 地
⽅

、
そ

し
て

Nouvelle-Aquitaine (ヌ
ヴ

ェ
ル

・
ア

キ
テ

ー
ヌ

)地
⽅

に
お

い
て

は
、

ラ
グ

ビ
ー

が
全

市
⺠

の
⼈

気
と
⽀

持
を

獲
得

し
、

最
近

50
年

間
で

建
設

さ
れ

た
⼤

い
な

る

ラ
グ

ビ
ー

王
国

で
あ

る
と

い
う

事
実

に
興

味
を

強
く

そ
そ

ら
れ

る
と

同
時

に
、

客
観

的
・

批
判

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
(接

近
・

観
察

・
分

析
)に

よ
っ

て
そ

の
⽂

化
⾵
⼟

の
神

髄
を

明
確

に
す

べ
き

で
あ

る
と

感
じ

た
。

 
実

は
2023

年
地

元
開

催
の

フ
ラ

ン
ス

ワ
ー

ル
ド

カ
ッ

プ
の

指
導

陣
と

代
表

選
⼿

は
こ

の
地

域
の

出
⾝

者
が

多
か

っ
た

・
・

い
っ

た
い

何
が

、
こ

の
南
⻄

フ
ラ

ン
ス

の
ラ

グ
ビ

ー
を

奮
い
⽴

た
せ

て
き

た
の

で
あ

ろ
う

か
。

※※※

筑
波

⼤
学

 体
育

専
⾨

学
群

 第
⼀

期
⽣

(1978卒
)

オ
ク

シ
タ

ニ
地

域
圏

 
AS Béziers Hérault ク

ラ
ブ

(現
D

-2リ
ー

グ
)元

研
修

員
 (1995)

神
奈

川
県

相
模

原
市

中
央

区
東

淵
野

辺
在

住
 

ラ
グ

ビ
ー

⼈
類

学
研

究
談

話
会

 主
宰
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スポーツ・ライフ・バランスについて 
大学ラグビー選手のスポーツと生活の調和 

高田正義（愛知学院大学）、岡本昌也（愛知工業大学）、寺田泰人（桜花学園大学）、 

早坂一成（名古屋学院大学）、高津浩彰（豊田工業高等専門学校） 

 

キーワード：大学アスリート、スポーツ・ライフ・バランス、TEM

【目的】 

 大学スポーツは、スポーツを通じて社会の発展を支

える存在として、今後も重要な位置を占めると考えら

れる。そのような中で、大学アスリートにかかる様々

な負担を看過することは出来ないであろう。多くの時

間が競技生活に費やされ、学業不振、就職活動、学生

生活が円滑に行うことができない場合も少なくない。

優秀な選手ほど、多忙な競技生活を送りがちになり、

場合によっては授業の欠席を余儀なくされることもあ

る。留年や卒業不可などの問題により、競技に集中で

きないこともあるだろう。社会の要請に応えるために、

競技でも学業でも結果を求められているのである。 

本研究では向井らの質的データを参考に大学アスリ

ートのための「スポーツ・ライフ・バランス・モデル」

を作成することを目的とする。 

【手続き】 

対  象  者 ：大学ラグビー部員 5 名を対象にした。 

調 査 内 容：インタビュー調査を行った。 

処    理：複線経路・等至性モデル（TEM： 

Trajectory Equifinality Model）によ 

る心理プロセスの分析を行った。 

【結果と考察】 

 対象となった大学ラグビー部員は、部活動において

も私生活においても充実している傾向を示した。当初

は、休日や自由な時間を要求するのではないかと予測

していたが、意外な傾向を示していた。意識が分岐し

ていたのは、「練習の質」、「十分な休息」、「部活動と学

業の両立」であった。全体的に概観すれば、「練習の質」

と「十分な休息」、さらに「部活動と学業の両立」が相

互に関係しているように予測することができる。充実

した大学生を送るためには、この 3 要因が重要な意味

を含んでいる可能性がある。 
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私⽣
活は

充実
して

いる

遊び
に⾏

く
友達

に会
う

プラ
イベ

ート
の時

間が
確保

でき
てい

る
好き

なラ
グビ

ーが
でき

てい
る

趣味
に没

頭し
てい

る
先輩

も後
輩も

仲が
良く

充実
して

いる
友達

とゲ
ーム

をす
る

充実
する

ため
には

、ま
ずは

⾃分
が楽

しむ
こと

であ
る

部活
動と

学業
が両

⽴で
きて

いる
部活

動と
学業

が両
⽴で

きて
いな

い

部活
度は

毎⽇
休ま

ず積
極的

に取
り組

み、
学業

は隙
間時

間で
課題

を⾏
って

いる

友⼈
がた

くさ
ん居

て、
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンが

密に
取れ

る

単位
を落

とさ
ず取

るこ
とが

でき
た

出来
てい

たり
出来

てい
なか

った
りす

る
部活

動は
頑張

って
いる

が学
業は

駄⽬

定期
的な

休⽇
が週

１⽇
ある

部活
動は

充実
して

いる

⼈間
関係

が充
実し

てい
る

上下
関係

が厳
しく

ない
ので

楽し
い

仲間
と⼀

緒に
練習

が出
来て

いる
全員

⽬標
に向

かっ
て取

り組
んで

いる

休息
は取

れて
いる

たま
に疲

労が
残る

こと
もあ

る
授業

の空
き時

間が
多く

ある
試合

期に
なる

と平
⽇が

OF
Fに

なる
ため

⾝体
が休

まら
ない

精神
的に

楽に
なっ

てい
る

疲労
が抜

けず
、体

が重
い

⼗分
な休

息が
取れ

てい
ない

疲労
度が

⾼い
とき

はや
る気

がで
ない

こと
があ

る

⾃主
練で

やっ
たこ

とは
試合

で⽣
かさ

れて
いる

個⼈
のレ

ベル
アッ

プは
果た

せて
いる

質の
⾼い

練習
がで

きて
いる

質の
⾼い

練習
が出

来て
いな

い

練習
後に

⾃主
練習

を⾏
って

いる
毎⽇

全⼒
で取

り組
んで

いる
練習

で苦
⼿を

克服
して

いる

やる
気が

⾼ま
って

いる

練習
前か

ら気
持ち

を切
り替

えて
いる

図1．仮設モデル 

図2．TEMによる心理プロセス 
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旧制甲南高等学校創設者 

平生釟三郎の教育理念とラグビー観 

～日記の記述を中心にして～ 

                                 〇西村克美 髙木應光 

 

はじめに 
今年度、旧制・甲南高等学校が創立 100 周年を

迎えた。創設者は、平生釟三郎（以下,平生）で

ある。 

平生は盛んにラグビー・フットボール（以下,

ラグビー）を奨励した。自身は、全くラグビー経

験が無い。なぜ、平生はスポーツ、それもラグビ

ーを奨励したのか。これ等の疑問を解くことで、

教育とスポーツの関係は、どうあるべきか、また

ラグビーの教育的価値について再考することが

可能となるのではないか、と考えた。 

研究⽅法 
 本論のテーマについての先行研究はほとんど

ない。かろうじて示すなら、三宅 遵「平生釟三

郎とスポーツ」『平生釟三郎日記 第 17 巻附録』

である。三宅氏の論考も参考にしながら、筆者ら

は『平生釟三郎 日記 1～18 巻、補巻』（全 13,419

ページ）を本論研究の主たる対象とした。 

考察 
平生釟三郎は慶応 2 年 5 月 22 日（1866 年 7

月 4 日）、生を受けた。父が武家に養子に入り、

武家で育ったため平生は不正、不義、卑怯を憎み、

一寸の仮借も許さない態度、武士道精神を身に着

けていった。 

苦学の末に東京高商を卒業、高校の校長や東

京海上に勤務。その後、大正 12 年に甲南高校の

創設に尽力する。 

当時注目されていたスペンサーの『教育論：

知徳体』の３要素を「徳体知」と換え、甲南教育

の柱とした。 

甲南の教育はスポーツを奨励、平生自身も学

生時代よりボート、ゴルフ、登山、野球などを楽

しんでいる。 

イギリスへの留学経験や大正14年のイギリス

視察で、イギリスの教育における家庭教育の重要

性やスポーツマンシップに触れ、甲南高校でもこ

れらを取り入れることを決心する。スポーツマン

シップは、日本の武士道精神とも相通じるものが

あると感じていた。 

そして、東京高商の後輩、椎名時四郎（後日

本ラグビー協会会長）に宛てた手紙に、「小生が

各種の sports の中にてラグビー蹴球を推奨いた

しますのは、この sports こそ我が青年に武士道

的訓練をなし紳士的精神を涵養し得るものと考

えたからであります」と記している。青年の人格

形成・陶冶と体力の育成に最も適したスポーツと

してラグビーを考えていたようである。また、日

記には息子三郎（甲南→京大、元日本代表）の試

合観戦や「幻のトライ伝説」などのエピソードを

認めている。又、甲南高校のスポーツの盛んな校

風は、多方面で多くのトッププレーヤーを誕生さ

せている。 

学業も優秀であった。甲南高校の教育には、

体力、精神面の涵養を軸にして個性尊重が重視さ

れ、角谷静雄（ラグビー部員、数学者）や堀場雅

夫（堀場製作所）など、個性的な人物を多く輩出

している。 

まとめ 
平生はイギリスの教育をヒントにスポーツに

よる人格形成・陶冶並びに体力の増進を目指した。

その結果、スポーツ並びに社会に有能な人材を多

く輩出することとなった。甲南高校の教育はスポ

ーツによる人材育成を実現したといえるであろ

う。

 




